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~Ijj}='% 環績を考える④ 【私たち、ごみの資源化に一役買っています】

粟津婦人会ボカシサークjレは、生ごみ処理容器を愛用するつ、ループ (31人)で、ボカシ [発酵促進剤]を手作

りして、その普及活動を行っています。

ボ力シは、生ごみ処理容器でごみを資源(堆肥)化するとき、欠かせない材料。生ごみを早期に堆肥化して、

いやな臭いや八工などの発生を抑える効果があります。また、この堆肥を使うと野菜や花などが勢いよく育つと

のこと、写真の見事な桜草がその成果です。

皆さんも、ボ力シを使って、家庭の生ごみ処理に挑戦してみませんか l

(生ごみ処理容器・ボ力シに関するお問い合わせは、保険環境課宮24-2111・内線162まで)
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今月の納税は

軽自動車税

納期は 5月31日です

市民の動き

平成11年3月31日現在

人 口 39，228人 (-214) 

男 18，705人 (-114) 

女 20，523人 (-100) 

世帯数 14，222世帯 (-53) 

面 積 240.99平方キロメ トル
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広報ああず '99

きSめを大洲21
~肱川に映える地域中核都市をめざして~

0より美しいまちづくり

0より安全で安心できるまちづくり

0より活力のあるまちづくり

をすすめます

(
今
議
会
で
の
可
決
事
項
な

ど
、
詳
し
く
は
「
お
お
す
市

議
会
だ
よ
り

h
mを
ご
覧
く

だ
さ
い
)

三
月
定
例
市
議
会
は
、

月
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

十
四
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、

予
算
関
係
二
十
二
件
、
条
例

関
係
二
十
一
件
、
人
事
案
件

三
件
、
議
員
提
出
案
件
一
件
、

そ
の
他
七
件
の
計
五
十
四
件

が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

...市議会本会議で施政方針を述べる桝田市長。写真上は山下議長。

大

洲

市

長

桝

田

輿

波
乱
と
激
動
の
二
十
世
紀
も
余
す

と
こ
ろ
後
二
年
、
わ
が
国
は
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
の
厳
し
い
情
勢
に
あ
っ

て
、
政
治
経
済
の
不
透
明
感
、
地
球

環
境
の
問
題
、
少
年
犯
罪
の
凶
悪
・

低
年
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
抱
え
た
ま
ま
新
世
紀
を
迎
え
る
の

で
は
な
い
か
と
危
慎
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
過
去
の
歴
史
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
人
々
の
英
知
と
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
も
っ
て
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
べ
き
新
し
い
秩
序
を
築
く
こ
と

が
現
代
に
生
き
る
私
共
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
私
が
市
長
に
就
任
以
来
、

早
く
も
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
市
長
と
し
て
の
使
命

感
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
つ
つ

「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の

た
め
の
市
政
」
を
政
治
信
条
に
置
き
、

福
祉
の
充
実
、
生
活
基
盤
や
環
境
の

整
備
、
教
育
文
化
並
び
に
農
林
商
工

業
の
振
興
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
重

要
案
件
を
順
調
に
進
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
は
、
依
然
と
し
て

2 

続
く
景
気
の
低
迷
か
ら
、
国
・
地
方

を
通
じ
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境

に
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
来

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
市

民
生
活
の
向
上
と
地
域
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
新
た
な
行

政
需
要
へ
的
確
に
対
処
し
、
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
よ
り
一
層

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

行
政
経
費
に
つ
い
て
も
職
員
の
意
識

改
革
と
事
務
改
善
に
よ
る
経
費
の
節

減
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」

こ
と
で
、
健
全
財
政
の
維
持
と
事
業

の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
重
点
施
策
に
は
、
引
き
続
き

第
四
次
大
洲
市
総
合
計
画
に
基
づ
き

「
よ
り
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
よ
り

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
よ
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
、
六
つ
の
都
市
像
の
実
現
と
具

体
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む

所
存
で
す
。

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、
時
の

流
れ
が
加
速
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
洲

市
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん
と
し
っ

か
り
対
話
し
な
が
ら

「明
日
の
大
洲

市
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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広報ああず '99 5月号

輸繍繍闘機麟勝額
うるおいのある快適なまちづくり
上水道事業については、将来の安定的給水や普及率

の向上等のため、今回 4年ぶりに水道料金の改定を行

うことといたしました。今後も、より安全で安定した飲料

水の供給に努めてまいりますのでご理解をお願いします。

新斎場の建設は、造成工事に着手しており、引き続

き地域住民並びに市民の利便性などを十分配慮しなが

ら、平成12年度完成を目指します。また、防災対策で

は、避難場所となる施設などを明確にするため「災害

避難場所標識」を計画的に設置していくことといたしま

した。

なお、ごみの減量化とリサイクルのため、ごみの 6種

分別と指定袋制を本格実施いたしました。より美しいま

ちづくりを目指して、皆さんのご協力をお願いします。

いきいきと働くまちづくり
農林業については、社会情勢の変化や国際化の進展

に対応できる足腰の強い農業の確立を目指し、青年農

業者の育成など営農指導体制づくりを進めます。また、

流域森林総合整備事業・間伐推進緊急対策事業による

間伐や作業道の開設など森林整備を図り、地域林業の

振興に努めます。

商工業の振興と観光への取り組みについては、中心

市街地活性化基本計画を策定し、商業の振興と事業の

推進態勢の強化を図り、空洞化が進んでいる商庖街の

再生に努めます。観光では、肱南歴史の道沿いの町並

みの整備とともに、おおず赤煉瓦館周辺を観光拠点地

区としての開発を検討します。

地域基盤の整備されたまちづくり
四国縦貫自動車道の開通が目前となりました。これ

に伴い、生活圏の分断などで影響を受ける地域の周辺

整備対策を進め、アクセス道路となる市道田口徳森線、

弁天田野 線々、大洲徳森線の計画的整備、さらに市街

地への乗り入れ道路となる都市街路若宮天満線、大洲

駅前徳森線を整備促進します。

また、現在整備が進んでおります

一般国道197号線、国道441号線、

主要地方道大洲長浜線などについて

も、早期完成が図れるよう関係機関

に要望するとともに、生活関連道路

についても事業効果や緊急性を考慮

し、改良に努めます。 工事の進む自動車道(松ケ花付近)

肱川とともに生きるまちづくり
市民の共有財産である美しい肱川を保全し、次世代

へ引き継いでいくことは私たちの責務です。「快適で、潤い

のある水環境の創造」を目指して、公共下水道・農業集

落排水・合併浄化槽などの整備を積極的に進めます。

治水関係については、激特事業が平成11年度内に完

成の見通しとなりましたが、さらに関係機関と連携しな

がら、流域治水対策を進めるとともに、水防活動の拠

点となる防災センターの整備を図り「より安全で安心で

きるまちづくり」に努めます。

また、自然と調和した景観を保全・創出するために

肱川沿いの景観保全を念頭に置き、歴史的町並みの整

備に努めます。

歴史・文化のかおり高いまちづくり
社会問題となっているいじめ、登校拒否、少年犯罪

などは子どもを育てる環境の変化や家庭教育に問題があ

るとされ、心の教育が叫ばれています。このため、 「お

おずふれあいスクール」の活用を図りながら、学校、家

庭、地域とを連携させ、市民総ぐるみの青少年健全育成

に努めます。また、高齢化社会が

進展する中、充実した人生を送る

ための生涯学習の振興を図ります。

なお、大洲城天守閣の復元は、

平成の遺産を後世に伝える役目を

担っております。遺構の発掘調査

に基づき、復元に向けて積極的に

取り組みます。 大洲城天守閣復元模型

健康と福祉のまちづくり
総合福祉センターを市民の交流・連帯・情報収集 ・

自己研修など地域福祉活動の総合的な拠点と位置付け、

児童、高齢者、障害者等在宅福祉活動の展開を図り、

人にやさしく住みよい福祉のまちづくりを推進します。

介護保険制度については、平成12年度施行に向け、

運営体制の確立、受け皿づくりを進めるとともに、老

人福祉サービスの基盤整備のため、特別養護老人ホー

ム「とみす寮」の早期完成を目指します。

また、健康で生きがいに満ちた暮らしのできる地域社

会を目指し、各種保健サービスの向上に努めるとともに、

関係機関と連携して市民の健康づくりを考えます。
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度年11 成

当初予算の状況

平

一般会計 135億2，000万円 (4.4%減)

特別会計 89億9，692万円 (3.5%減)

企業会計 51億 867万円 (2.0%増)

総 額 276億2，559万円 (3.0%減)
、、 1/ 

一
般
会
計
歳
入
予
算
額
百
三
十

五
億
二
千
万
円
の
う
ち
、
自
主
財

源
(
市
税
、
手
数
料
、
財
産
収
入

な
ど
)
は
、
四
十
九
億
五
千
七
百

二
十
万
円
で
、
全
体
の
三
十
六
・

七
%
を
占
め
、
昨
年
と
比
べ
る
と

二
億
千
六
百
三
十
五
万
円

(
約
四
・

二
%
)
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

依
存
財
源
(
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
な
ど
)
は
八
十
五
億
六
千

二
百
八
十
万
円
で
、
昨
年
よ
り
も

四
億
三
百
六
十
五
万
円
(
約
四
・

五
%
)
減
少
し
ま
し
た
。

区 分 当初予算 対前年度比

一 般 よヨミ』 計 1，352，000万円 ム 4.4弛

国民健康保険 312，103 5.6 
老人保健 488，643 3.3 

特 国民健康保険診療所 2，439 ム 7.8
簡 易 水 道 12，058 ム 54.5

51U 交通傷害保障 959 25.0 
土地取得造成 1，968 ム 3.4

~ 、 住宅新築資金等貸付事業 4，682 ム 9.4
農業集落排水事業 2，839 ム26.0

計 公共下水道事業 68，861 ム41.7
駐車場事業 5，140 1.4 

計 899，692 ム 3.5

ィ=へ 水道事業 158，340 ム 8.9

業A 
病院事業 351，764 7.8 
工業用水道事業 763 0.8 

計
小計 510，867 2.0 

メロ』 計 2，762，559 ム 3.0

平成11年度の予算規模

平成 11年度の主な事業費
総務費

o第 4次大洲市総合計画【後期基本計画】策定関連
経費 743万円

。総合計画戦略プロジェク卜推進費 156万円
。中学生海外派遣事業負担金 374万円
。コミュ二ティ集会所整備事業費 829万円
。市勢要覧作成業務費 155万円
。文書管理改善及び情報公開条例制度化業務費

775万円
1，230万円
6，468万円

衛 生費

0ごみ減量化推進及びじん芥処理関連経費

1億8，342万円

3，856万円

63万円

670万円

0斎場建設関連経費

0生ごみ処理容器設置事業補助金

0合併処理浄化槽設置事業補助金

o大洲喜多衛生事務組合負担金

(し尿処理施設。青流園j施設建設費等) 1億9，400万円

。大洲市 ・喜多郡町村組合負担金(ごみ処理施設分)

3億8，338万円
0交通安全施設整備事業費
0地方拠点都市基盤整備事業費

民 生費
o総合福祉センター施設管理経費 2，913万円

。介護保険事業費 1，525万円

。ホームへんブサービス事業費 8，491万円

。短期保護事業委託料(ショートステイ) 1，661万円

。デイサービスセンター運営事業費 1億3，150万円

。特別養護老人ホーム[(こみ菅寮j移転改築事業

負担金 8，982万円

。障害者社会参加促進事業費 513万円

。市社会福祉協議会補助金 3，828万円

345万円

農林水産業費
0緊急生産調整推進対策費補助金

o山村振興等地域連携推進事業費

(山村等活性化ビジョン策定経費) 430万円

。椎茸生産振興補助金 375万円

。フラワーパークおおず管理経費 1，122万円

。森林整備担い手確保育成対策事業費補助金

585万円

581万円

9，572万円

4 

0農林道維持管理経費

o国土調査費



その他
16億8，951万円

(12.5% ) 

繰入金
l億9，839万円(1.5%)

市債
2億1，630万円(1.6%)

5月号広報ああず '99

地方交付税

56億9，822万円
(42.1 %) 

歳入

135億2，000万円

(100%) 

市税
32億8，095万円

(24.3%) 

使用料及び手数料
21)意5，945万円(1.9%)

分担金及び負担金
4億1，691万円(3.1%)

補助費等

22億2，221万円
(16.4% ) 

当初予算の推移
口企業会計
口特別会計

口一般会計億円

300 

目的別内訳

平
成
日
年
度

平
成
叩
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

平
成
5
年
度

平
成
4
年
度

250 

200 

150 

100 

50 

。

商

o大洲城天守閣復元経費 4，361万円

。中心市街地活'性化基本計画策定及びおはなはん

通り周辺町並み景観保全要綱制定経費 112万円

。空庖舗対策補助金 410万円

。全国鵜飼サミット大洲大会負担金 275万円

。ミス大洲選出大会補助金 150万円

。おおず赤煉瓦館管理運営事業費 1，402万円

。家族旅行村管理運営事業費 1，713万円

費工

民生費

38億6，488万円
(28.6%) 

1，375万円
290万円

82万円

1，344万円
3億4，437万円

費消防
0消防車庫詰所整備事業費

o災害避難場所標識設置費

0消防ポンプ中継地標識設置費

0消防団員制服等新調経費

0大洲地区広域消防事務組合負担金

木費

0公営住宅柚木第 4団地建設事業費 1億831万円

。大洲駅前徳森線道路改良事業費 1，566万円

。市単独道路維持 ・整備事業費 1億8，255万円

。高速道路周辺対策事業等関連市道整備費 600万円

。市単独都市下水路整備事業費 1，190万円

。用悪水路維持修繕費 719万円

。河川事業費 657万円

。肱川地区土地区画整理事業負担金 1，288万円

土
4，550万円

2，880万円

1，451万円

147万円

1，289万円

341万円

680万円

教育

o小学校施設改修事業費

0中学校施設改修事業費

0中学校教育用コンビューターリース料

。中学校教育用インターネット整備費

oテレビ会議システム活用経費

o心の教室健康相談活動及び相談員活用

調査研究事業費

o博物館収蔵庫改修費

費

5 
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水道網金愛子璽わωま竜安
表金事ヰ来月

三
月
定
例
市
議
会
で
、『
水
道
料
金
の
改
定
案
』
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
五
月
検

針
分
(
六
月
集
金
)
か
ら
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
と

い
っ
て
一
種
の
企
業
で
す
。
そ
の
経

営
に
か
か
る
費
用
は
、

皆
さ
ん
が
使

用
し
た
水
道
の
料
金
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

当
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
七
年

四
月
に
改
定
を
行
い
、
そ
の
後
四
年

間
料
金
を
据
え
置
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
洲
拠
点
地
区
整

備
に
伴
う
企
業
の
進
出
等
、
又
生
活

様
式
の
変
化
に
よ
る
水
使
用
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
水
源
の

開
発
・
配
水
池
の
建
設
な
ど
が
必
要

と
な
り
、
平
成
九
年
度
よ
り
五
ヶ
年

計
画
、

二
十
六
億
六
千
万
円
を
も

っ

て
大
洲
市
上
水
道
第
五
次
拡
張
事
業

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
水
の
安
定
供
給
は
確

保
さ
れ
ま
す
が
、
財
源
と
し
て
借
り

入
れ
を
し
た
資
金
の
返
済
金
、
資
本

費
そ
の
他
施
設
維
持
管
理
費
等
が
大

幅
に
増
加
し
、
現
在
の
料
金
で
は
健

全
な
経
営
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
や
む
を
得
ず
最
小
限
度
の

改
定
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
す
。

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た

っ
て
は
、

従
来
ど
お
り
の
用
途
別
料
金
体
系
を

基
礎
と
し
た
中
で
、
小
口
使
用
者
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
か
ら
基
本

料
金
の
改
定
率
抑
制
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
生
活
用
水
優
先
の
考
え
の

も
と
に
、
家
事
用
料
金
の
改
定
率
を

極
力
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
平
均
改
定
率
九
・
八
二
%

に
対
し
て
、

家
事
用
の
平
均
は
七
・

九
九
%
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

量
水

器
使
用
料
は
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
'さ
ん
が
安

心
し
て
使
え
る
「
安
全
で
良
質
な
飲

料
水
」
の
供
給
に
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
水
道
事
業
の
状
況
を
ご
理
解
の
う

え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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∞

B
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ワ
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h
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A
せ

印

一
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別

E
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山

口
H
U
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水 道 使 用 キヰ

料 金(1か月につき)
用途

基本水量 基本料金 超過料金(1併につき)

8r刊を超え10rriまで 75円

計 10討を超え20rriまで 130円
家事用 8m 710円

20r刊を超え40計まで 140円

豆重 40rriを超えるもの 155円

15討を超え20rriまで 90円

給 団体用 15m 2，300円 20討を超え40ばまで 150円

40rげを超えるもの 170円

水 15併を超え20rriまで 90円
r-、
専

営業用 15m 2，300円 20rriを超え40rriまで 150円
栓用

40討を超えるもの 170円〕

工場用 200m 22，000円 200rriを超えるもの 170円

銭湯用 100r何 4，500円 100討を超えるもの 85円

臨時用 1m 330円 1討を超えるもの 330円

-新料金表によ って計算された金額に量水器使用料 (据置)及び

消費税相当額(5 %)を加えたものが水道使用料金になります0

・水道使用料金計算例

家事用・量水器口径13~協で使用水量23m'の場合

〔基本料金 710円+超過料金(2 m3 X 75円 +

10m3 x 130円+3 m3 
X 140円)+

量水器使用料 60円 Jx 1.05 = 2，772円

家事用 13%口径でみた
使用水量別新旧料金比較表 (60ばまで)

6 

使用水量 旧料金 新料金 差額 使用水量 旧料金 新料金 差額
Cm') (円 ) (円) (円) (ば ) (円) (円 ) (円)

766 808 42 30 3，528 3，801 273 

10 903 966 63 35 4.210 4，536 326 

15 1，533 1.648 115 40 4，893 5，271 378 

20 2，163 2，331 168 45 5.628 6.084 456 

#23 2.572 2，772 200 50 6，363 6，898 535 

25 2，845 3.066 221 60 7，833 8，526 693 

#……平成10年度の平均使用量

上
水
道
の
使
用
料
金
の
お
支
払
い

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
取
扱
金
融
機
関
は
次
の
と

お
り
で
す
。

V
伊
予
銀
行
本
庖
、
各
支
庖

V
愛
媛
銀
行
本
庖
、
各
支
庖

V
香
川
銀
行
本
庖
、
各
支
庖

V
愛
媛
信
用
金
庫
本
庖
、
各
支
庖

V
愛
媛
県
労
働
金
庫
大
洲
支
店

V
愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
本
所
、

各
支
所
、
各
出
張
所

V
郵
便
局

※
詳
し
く
は
水
道
課
ま
で
。

宮

2
4
3
7
5
3



ae
万
本
の
つ
つ
、
心
、
か

お
迎
え
し
se
亨

大
洲
の
春
を
彩
る
「
つ
つ
じ
ま
つ

り
」
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月

十
五
日
ま
で
富
士
山
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

六
万
本
余
り
の
つ
つ
じ
が
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。
山
頂
一
帯
に
咲

き
誇
る
西
日
本
有
数
の
つ
つ
じ
園
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
次

の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5月15日

5月号広報おおず '99

冨士山つつじまつり交通規制図

交通規制にご協力ください l

V
日
時
四
月
二
十
九
日
、
五
月

二
日
j
五
日
の
九
時
か
ら
十
七
時

ま
で
。

V
交
通
規
制
概
要
地
図
の
と
お
り

V
国
道

一
九
七
号
か
ら
家
族
旅
行
村

経
由
の
二
車
線
登
山
道
の
登
り
車

線
は
、
期
間
中
(
四
月
二
十
九
日
、

五
月
二
日
i
五
日
の
九
時
か
ら
十

七
時
)
は
、
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
-

ハ
イ
ヤ
ー
お
よ
び
オ
l
ト
キ
ャ
ン

プ
場
予
約
者
の
専
用
車
線
と
な
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
従
っ

て
、
こ
の
期
間
中
に
帝
京
富
士
学

舎
前
か
ら
知
法
寺
・
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
へ
の
登
山
道
を
利
用
し
て

山
頂
へ
登
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
o

v
山
頂
周
遊
道
路
(
は
ち
ま
き
道
路
)

は
、
一
般
車
輔
を
進
入
禁
止
と
し
、

高
齢
者
・
身
体
障
害
者
の
乗
車
し

て
い
る
車
(
た
だ
し
普
通
車
以
下
)

の
み
通
行
可
と
な
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中

は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
交
通
指
導
員
・
道
路
標

識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

関
岡
繍
関
関

富
士
山
公
園
に
は
二
百
台
程
度
し

か
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
交
通
規
制
期

間
中
に
臨
時
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
パ
ス
の
発
車

は
如
法
寺
河
原
か
ら
で
す
。
発
車
場

に
は
、
約
二
百
台
の
無
料
駐
車
場
を

準
備
し
ま
す
。

V
運
行
日
四
月
二
十
九
日
、
五
月

一一日
j
五
日

V
経
路
如
法
寺
河
原
家
族
旅
行

村
|
富
士
山
ふ
れ
あ
い
の
家
前

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日
ま

で
富
士
山
公
園
駐
車
場
を
利
用
す
る

場
合
は
、
整
理
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

V
普

通

乗

用

車

五

百

円

V

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

八

百

円

V
パ

ス

千

円

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
商
工
観
光
課
程
@
2
1
1
1

(
内
線
2
2
3
)

宮

@
2
6
6
4

-
観
光
協
会

児
童
福
祉
週
間
は

五
月
五
日
i
十
一
日

さ
さ
え
あ
う

地
域
の
み
ん
な
で

子
育
て
支
援

子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
、
安
心

し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
た
め

の
子
育
て
支
援
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
を
は
じ
め
、
企
業
・
地
域
社
会

を
含
め
た
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
私
た
ち
の
国
を
、
私
た
ち

の
明
日
を
支
え
る
大
き
な
力
で
す
。

五
月
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
」
。

そ
し
て
、
五
日
か
ら

一
週
間
は
「
児

童
福
祉
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
未

来
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

7 
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したま。構が褒わ市舘聞の
， -ーーーー ーーー一一 ーーー-

j 

庶
務
係
、
会
計
係
、
用
度
係
、
医
事
係
、
給
食
係

一

内
稿、

外
科
、
整
形
外
料
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、眼
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
一

耳
鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
‘
放
射
線
室
、
検
査
室
、
薬
剤
室

一

管
理
係
、
企
画
調
整
孫
、
国
際
安
流
係
、
情
報
統
計
係
、

電
算
係
一

会
計
係
、
用
度
係

戸
籍
係
、
市
民
係
、
国
民
年
金
係

-

固
定
資
産
税
係
、
市
民
税
係
、
収
納
係

一

契
約
係
、
公
営
住
宅
係

行
政
係
、
財
政
係
、管
財
係
、
文
書
係
、受
通
安
全
孫
、広
報
広
臆
係

一

8 

新

し

く

で

き

た

機

構

O
社

会

福

祉

課

(

福

祉

事

務

所

)

O
高

齢

福

祉

課

(

福

祉

事

務

所

)

介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
伴
う
事
務
量
の
増
大
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
事
務

所
内
に

「社
会
福
祉
課
」
と

「高
齢
福
祉
課
」
を
設
置
し
、
執
行
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

O
地
方
拠
点
都
市
対
策
課
(
企
画
商
工
部
)

地
方
拠
点
都
市
対
策
室
を
課
へ
格
上
げ
し
、
地
方
拠
点
都
市
整
備
事
業
を
よ
り
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

今
後
も
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、
事
務
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。



市役所では、たくさんの課や係ガあります。

どこで手続きしたらいいの力¥わからないときは、ト市役所マップ|

5月号広報ああず '99

1階総合案内でおたずねください。

電子計算室
下

八幡浜大洲
地方拠点都市

対策室

地方拠点都市

対策課

廊

企画

調整課

-童図
教育委員会

(総務課、学校教育課

同和教育課

社会教育体育課)

組匡fJD
職員控室

••• 
I1fPJTで

農業委員会

課林

議員控室

農

ステージ

|選挙管理委員会|

市
長
室

-彊1M

市
議
会
議
場

総務財政課

多目的ホ jし農林課 1 1住宅協会l
商工

(国土調査係)~ 4;R~I~83 I土地開発'
I 観光謀'ム ι

土地改良区 1 1公社 ， 
ーーーーー・_.1ー闘再ー_1.._ーー・四」目ーーーーーー・ーーー---

課設建

ー・・ーーーーーーーーーー-------r-ーーー・回目・・

都市整備課 ! 下水道課

別館

4 入口

社会福祉課

(同和対策室)

高齢福祉課

盲人誘導ブロック

E 11 市民ホーjし
l 市民課 lh‘ー

ーーーー回目ー・ーーー----i---ー園田ーー・・踏会B:51
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平成11

ますお知らせ

異
動
の
基
本
方
針

大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
け
で
二
百

二
十
九
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
基
本
方
針
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

一
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
並

び
に
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い

諸
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
管
理
職

の
異
動
は
必
要
最
小
限
に
止
め
る
。

二

新
た
な
時
代
に
即
応
す
る
た
め
、

現
実
に
合
っ
た
執
行
体
制
の
一
部
見

直
し
を
行
い
、
適
材
適
所
主
義
の
原

則
に
た
っ
て
有
能
な
人
材
を
抜
擢
す

る
と
と
も
に
、
女
性
職
員
の
登
用
を

積
極
的
に
図
り
、
職
場
に
活
力
と
清

新
さ
を
導
入
す
る
。

三

本

格

的
な
高
速
交
通
時
代
の
到
来

を
目
前
に
控
え
、
地
方
拠
点
都
市
地

域
へ
の
優
良
企
業
誘
致
の
積
極
的
推

進
並
び
に
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早

期
完
成
の
た
め
、
凶
国
通
産
局
及
び

愛
媛
県
へ
引
き
続
き
職
員
二
名
を
派

遣
す
る
。

四
機
構
な
ど
に
つ
い
て

川
介
護
保
険
制
度
等
に
よ
る
事
務

量
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
福

祉
事
務
所
内
に
「
社
会
福
祉
課
」

と
「
高
齢
福
祉
課
」
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
職
員
三
名
を
増
員
し

て
執
行
体
制
の
整
備
を
図
る
。

ω
地
方
拠
点
都
市
整
備
事
業
を
よ

り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地

方
拠
点
都
市
対
策
室
を
課
へ
格
上

げ
し
、
執
行
体
制
の
整
備
を
図
る
。

同
大
洲
城
天
守
閣
復
元
と
一
体
化

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、
商
工
観
光
課

へ
職
員
二
名
を
増
員
し
て
体
制
の

強
化
を
図
る
。

O
は
昇
任
、
(

)
内
は
旧
任
で
す
。

本

庁

関

係

{
部
長
級
】

V
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

板
倉
博
道
(
福
祉
保
健
部
長
)

V
教
委
・

教
育
次
長
兼
総
務
課
長

O
笠
井
俊
郎

(
教
委
・

社
会
教
育
体
育
課
長
)

【
課
長
級
】

V
市
民
課
長
石
間
重
利
(
同
和
対
策

課
長
兼
課
長
補
佐
)

V
地
方
拠
点
都
市

対
策
課
長
矢
畑
満
芳
(
企
画
商
工
部

付
課
長
兼
地
方
拠
点
都
市
対
策
室
長
)

V
社
会
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長

西
山
隆
夫
(
都
市
整
備
課
長
)

V
高
齢

福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
大
野

茂
則
(
福
祉
事
務
所
長
)

V
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
白
石
肇

(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
)

V
福
祉
保
健
部
付
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長
武
田
勝
利
(
監

査
事
務
局
長
)

V
都
市
整
備
課
長

O
城

戸
良
一
(
建
設
課
長
補
佐
)

V
水
道
課

長
口
井
陸
雄
(
下
水
道
課
長
兼
肱
南

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V
下
水
道
課
長

兼
肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

O
井
上
修

一
(
水
道
課
長
補
佐
)

V
教
委
・
社
会

教
育
体
育
課
長

二
宮
貞
幸
(
同
・
同

和
教
育
課
長
)

V
教
委
・
同
和
教
育
課

長

藤

本

卓

一
(
大
洲
市
・
喜
多
郡
町

村
組
合
派
遣
[
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境

セ
ン
タ
ー
所
長

]
)
V
監
査
事
務
局
長

谷
本
秀
男
(
市
民
-
課
長
)

V
大
洲
喜

多
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
事
務
組
合
派

遣
[
と
み
す
寮
施
設
長

]

O
尾
崎

公
男
(
大
洲
病
院
事
務
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
)

V
大
洲
市
・
喜
多

郡
町
村
組
合
派
遣
(
大
洲
市
・
長
浜
町

環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
)
漬
回
遠
賓
(
大

洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組

合
派
遣
[
と
み
す
寮
施
設
長

]
)
V
総

務
財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
小
島
健

市
(
同
課
長
補
佐
)

V
税
務
課
主
幹
兼

課
長
補
佐

O
城
戸
秀
光
(
同
課
長
補
佐
)

V
地
方
拠
点
都
市
対
策
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
管
理
第

一
係
長

O
山
田

一
昭

(
企
画
商
工
部
付
課
長
補
佐
兼
地
方
拠

点
都
市
対
策
室
次
長
兼
管
理
第
一
係
長
)

V
都
市
整
備
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建

築
第
一
係
長

O
和
田
博
(
同
課
長
補
佐

兼
建
築
第
一
係
長
)

V
教
委
・
総
務
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
第

一
係
長

O

堀
泰
男
(
同
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係

長
)

V
議
会
事
務
局
主
幹
兼
次
長
兼
庶

務
係
長
兼
調
査
係
長

O
清
水

一
志
(
同

次
長
兼
庶
務
係
長
兼
調
査
係
長
)

【
課
長
補
佐
】

V
会
計
課
長
補
佐

O
菅
原
一
子
(
保
険

環
境
課
事
務
専
門
員
兼
老
人
保
険
係
長
)

V
市
民
課
長
補
佐
信
尾
静
(
同
課
長

補
佐
兼
市
民
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
同
和
対
策
室
長

O
河
野
浩
明

(
税
務
課
主
任
専
門
員
兼
固
定
資
産
税

係
長
)

V
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
伊
賀

弘
(
福
祉
事
務
所
次
長
)

V
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
次
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
予
防
係

長
O
西
山
茂
寿
(
農
林
課
主
任
専
門
員

兼
営
農
係
長
)

V
建
設
課
長
補
佐
兼
維

持
第
一
係
長
二
宮
勝
(
都
市
整
備
課

長
補
佐
兼
都
市
開
発
第

一
係
長
)

V
都

市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

坂
本
慎
(
下
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務
第

一
係
長
兼
肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
兼

施
設
管
理
係
長
)

V
水
道
課
長
補
佐

O

水
関
裕
二

(
総
務
財
政
課
主
任
専
門
員

兼
行
政
係
長
)

V
下
水
道
課
長
補
佐
兼

工
務
第
一
係
長
兼
肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
施
設
管
理
係
長

O
村
上
英
二
郎

10 

(
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
一
係

長
)

V
農
林
課
長
補
佐
兼
工
務
第

一
係

長
O
大
野
謙
一
(
水
道
課
主
任
専
門
員

兼
工
務
第

一
係
長
)

V
大
洲
病
院
事
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
金
野
茂
生

(
曲
辰
業
委
員
会
事
務
局
次
長
)

V
教
委
・

学
校
教
育
課
長
補
佐
蔵
田
伸

一

(福

祉
事
務
所
次
長
)

V
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
矢
野
友
子
(
教
委

・
学
校
教

育
課
長
補
佐
)

子どもの日
ややややややややや今場。

【
主
任
専
門
員
】

V
監
理
課
主
任
専
門
員
兼
公
営
住
宅
係

長

菊

地
弘

(中
央
公
民
館
主
任
専
門

員
兼
係
長
)

V
企
画
調
整
課
主
任
専
門

員
兼
電
算
第
一
係
長

O
平
田
隆
志
(
同

事
務
専
門
員
兼
電
算
第
一
係
長
)

V
社

会
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼
庶
務
係
長
兼

女
性
係
長

O
福
桝
富
子
(
福
祉
事
務
所

事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
兼
女
性
係
長
)

V
高
齢
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼
障
害
福

祉
係
長

O
松
本
政
志
(
福
祉
事
務
所
事

務
専
門
員
兼
障
害
福
祉
係
長
)

V
建
設

課
主
任
専
門
員
兼
管
理
第
二
係
長

O
是

津
徳
明
(
同
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
二

係
長
)

V
水
道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務

第

一
係
長
矢
野
久
志
(
農
林
謀
主
任

専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
教
委
・

総
務
課
主
任
専
門
員
兼
管
理
第
二
係
長

O
山
本
幸

一
(
同
事
務
専
門
員
兼
管
理

第
二
係
長
)

V
中
央
公
民
館
主
任
専
門
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員
兼
係
長

O
木
戸
高
志
(
市
民
課
事
務

専
門
員
兼
戸
籍
係
長
)

【
専
門
員
】

V
市
長
公
室
事
務
専
門
員
兼
秘
書
係
長

O
栗
田
浩
治
(
同
職
員
第
一
係
長
)

V

市
長
公
室
事
務
専
門
員
兼
職
員
第
一
係

長

O
武
田
康
秀
(
同
秘
書
係
長
)

V
総

務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
行
政
係
長

曽
根
恭
輔
(
企
画
調
整
課
事
務
専
門
員

兼
企
画
調
整
係
長
)

V
商
工
観
光
課
事

務
専
門
員
兼
商
工
観
光
係
長
吉
岡
一

(
福
祉
事
務
所
事
務
専
門
員
兼
施
設
整

備
係
長
)

V
保
険
環
境
課
事
務
専
門
員

兼
国
保
係
長
山
岡
稔
(
総
務
財
政
課

事
務
専
門
員
兼
財
政
第
二
係
長
)

V
社

会
福
祉
課
事
務
専
門
員
兼
児
童
福
祉
係

長
矢
野
文
康
(
福
祉
事
務
所
事
務
専

門
員
兼
児
童
福
祉
係
長
)

V
高
齢
福
祉

課
事
務
専
門
員
兼
在
宅
福
祉
係
長

O
新

穂
哲
徳
(
福
祉
事
務
所
在
宅
福
祉
係
長
)

V
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
職
業
指
導

第
一
係
長
井
上
利
男
(
同
事
務
専
門

員
兼
職
業
指
導
係
長
)

V
建
設
課
技
術

専
門
員
兼
維
持
第
二
係
長
有
友
貞
夫

(
曲
辰
林
課
技
術
専
門
員
兼
国
土
調
査
第

二
係
長
)
V
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
工

務
第
一
係
長
石
丸
禎
時
(
同
技
術
専

門
員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
建
設
課
技

術
専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長

上
田
信

幸
(
同
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
三
係
長
)

マ
都
市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第

一
係
長

徳
、
水
善
彦
(
同
事
務
専
門
員

兼
管
理
係
長
)

V
水
道
課
事
務
専
門
員

兼
業
務
第
一
係
長

O
篠
原
雅
人
(
同
業

務
係
長
)

V
農
林
課
事
務
専
門
員
兼
管

理
係
長
O
大
野
令
子
(
同
管
理
係
長
)

V
農
林
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
二
係

長
O
森
岡
義
明
(
建
設
課
維
持
係
長
)

V
農
林
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
三
係

長
O
村
上
芳
邦
(
同
工
務
第
三
係
長
)

V
農
林
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
構
造
改

善
係
長

O
木
藤
幸
治
(
同
農
林
構
造
改

善
係
長
)

V
教
委
・
学
校
教
育
課
事
務

専
門
員
兼
学
校
教
育
係
長

O
佐
々
木
節

子
(
同
学
校
教
育
係
長
)

V
教
委
・
社

会
教
育
体
育
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
体

育
係
長

O
森
岡
照
久
(
企
画
調
整
課
国

際
交
流
係
長
兼
情
報
統
計
係
長
)

事冬場ゆ44場梯+事e場G~G~G~G~G~嬰

ゑゴーjしヂンウィーつ ま

【
係
長
】

V
総
務
財
政
課
財
政
第
二
係

長

城

戸

弘
一
(
人
多
喜
公
民
館
係
長
兼
人
多
喜

連
絡
所
長
)

V
会
計
課
用
度
係
長

O
松

波
節
子
(
建
設
謀
総
括
主
査
)

V
税
務

課
固
定
資
産
税
係
長
村
田
泰
志
(
保

険
環
境
課
国
保
係
長
)

V
税
務
課
収
納

第
二
係
長
中
岡
透
至
(
平
公
民
館
係

長
)

V
市
民
課
市
民
係
長
松
岡
千
恵

子
(
会
計
課
用
度
係
長
)

V
市
民
課
戸

籍
係
長
楠
野
修
(
上
須
戒
公
民
館
係

長
兼
上
須
戒
連
絡
所
長
)

V
企
画
調
整

課
企
画
調
整
係
長
赤
坂
知
之
(
商
工

観
光
課
商
工
観
光
係
長
)

V
企
画
調
整

課
国
際
交
流
係
長
兼
情
報
統
計
係
長

菊
池
章
(
肱
北
公
民
館
係
長
)

V
地
方

拠
点
都
市
対
策
課
管
理
第
二
係

長

武

知
省
吾
(
企
画
商
工
部
付
係
長
兼
地
方

拠
点
都
市
対
策
室
管
理
第
二
係
長
)

V

地
方
拠
点
都
市
対
策
課
工
務
係
長
谷

川
剛
(
企
画
商
工
部
付
係
長
兼
地
方
拠

点
都
市
対
策
室
工
務
係
長
)

V
保
険
環

境
課
老
人
保
険
係
長
西
岡
典
子
(
税

務
課
収
納
第
二
係
長
)

V
社
会
福
祉
課

同
和
対
策
係
長
後
藤
秀

一
(
教
委
・

社
会
教
育
体
育
課
社
会
体
育
係
長
)

V

社
会
福
祉
課
生
活
保
護
係
長
渡
辺
稔

(
久
米
公
民
館
係
長
)

V
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
長
篠
原
喜
英
(
福
祉

事
務
所
高
齢
者
福
祉
係
長
)

V
高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
管
理
係
長
丸
山
幸
宏

(
福
祉
事
務
所
介
護
保
険
係
長
)

V
大

洲
学
園
児
童
指
導
第
二
係
長
O
矢
野
志

津
香
(
同
総
括
主
査
)

V
大
洲
学
園
職

業
指
導
第
二
係
長
山
本
賢
(
監
理
課

公
営
住
宅
係
長
)

V
清
和
園
庶
務
係
長

O
松
本
幸
子
(
市
民
課
総
括
主
査
)

V

清
和
園
給
食
係
長

O
伊
賀
宣
子
(
同
総

括
主
査
)

V
都
市
整
備
課
管
理
第
二
係

長
O
池
田
至
子
(
同
総
括
主
査
)

V
都

市
整
備
課
都
市
開
発
係
長
高
見
浩
一

(
同
都
市
開
発
第
二
係
長
)

V
都
市
整

備
課
事
業
係
長
村
上
司
(
総
務
部
付

係
長
[
愛
媛
県

]
)
V
水
道
課
業
務
第

二
係
長
O
稲
谷
勝
子
(
下
水
道
謀
総
括

主
査
)

V
農
林
課
営
農
係
長
武
田
真

彦
(
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
長
兼
事

業
係
長
)

V
農
林
課
国
土
調
査
第
二
係

長

O
城
ノ
戸
毒
正
(
建
設
謀
総
括
王
査
)

V
八
多
喜
公
民
館
係
長
兼
人
多
喜
連
絡

所
長
大
野
浩
司
(
同
和
対
策
課
調
整

係
長
兼
業
務
係
長
)

V
上
須
戒
公
民
館

係
長
兼
上
須
戒
連
絡
所
長

O
脇
坂
剛

(
税
務
課
主
査
)

V
久
米
公
民
館
係
長

O
久
保
田
和
子
(
税
務
謀
総
括
主
査
)

V
肱
北
公
民
館
係
長

O
田
中
美
知
子

(
教
委
・
総
務
課
総
括
主
査
)

V
平
公

民
館
係
長
中
野
孝
治
(
福
祉
事
務
所

生
活
保
護
係
長
)

【
総
括
主
査
】

V
税
務
課
総
括
主
査

O
新
幸
枝
(
同
主

査
)
マ
建
設
謀
総
括
主
査

O
竹
本
安
文

(
同
主
査
)

V
水
道
課
総
括
主
査
川

野
康
明
(
農
林
謀
総
括
主
査
)

V
水
道

謀
総
括
主
査

O
蔵
本
茂
樹
(
同
主
査
)

V
中
央
公
民
館
総
括
主
査

O
新
田
ヨ
シ

子
(
同
主
査
)

V
図
書
館
総
括
主
査

O

道
後
恵
子
(
同
主
査
)

【
主
査
】

V
税
務
課
主
査

O
富
永
富
山
一
(
向
上
級

主
事
)

V
税
務
課
主
査

O
谷
野
勝
則

(
大
洲
病
院
事
務
課
上
級
主
事
)

V
税

務
課
主
査

O
松
井
祐
二

(
向
上
級
主
事
)

V
市
民
課
主
査
O
青
野
恭
一
(
向
上
級

主
事
)

V
市
民
課
主
査

O
福
住
重
雄

(
向
上
級
主
事
)

V
保
険
環
境
課
主
査

O
田
中
純
(
向
上
級
主
事
)

V
社
会
福

祉
課
主
査
吉
田
葉
子
(
肱
北
保
育
所

主
査
)
V
社
会
福
祉
課
主
査

向
井

一

代
(
福
祉
事
務
所
主
査
)

V
建
設
課
主

査
O
谷
本
浩
二
(
税
務
課
上
級
主
事
)

V
水
道
課
主
査

O
西
野
利
秋
(
向
上
級

技
師
)

V
水
道
課
主
査

O
河
野
秀
伴

(
同
上
級
主
事
)

V
下
水
道
課
主
査

O

金
津
功
(
向
上
級
主
事
)

V
肱
南
浄
化

セ
ン
タ
ー
主
査

O
井
上
多
美
子
(
同
上

級
技
師
)

V
農
林
課
主
査

O
坪
内
修

(
向
上
級
主
事
)

V
農
林
課
主
査

O
西

田
義
彦
(
同
上
級
主
事
)
V
議
会
事
務

局
主
査

O
徳
石
伊
重
(
向
上
級
主
事
)

【
主
事
な
ど
】

V
商
工
観
光
課
上
級
主
事
O
門
多
美
千

代
(
同
課
)

V
地
方
拠
点
都
市
対
策
課

上
級
主
事
O
門
多
広
樹
(
企
画
商
工
部

付
地
方
拠
点
都
市
対
策
室
)

V
建
設
課

上
級
主
事
O
窪
田
敬
(
同
課
)

V
建
設

課
上
級
主
事
中
岡
和
子
(
監
理
課
上

級
主
事
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
上
級
主

事
隅
田
充
(
都
市
整
備
課
上
級
主
事
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
上
級
主
事
O
三
好

治
(
同
課
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
上
級
主
事
O
祖
母
井
透
(
建
設
課
)

V
教
委
・
社
会
教
育
体
育
課
上
級
主
事

O
中
島
清
和
(
同
課
)
V
教
委
・
社
会

教
育
体
育
課
上
級
主
事

O
佐
野
定
弘

(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
)

V
税
務

課
福
島
誠
人
(
都
市
整
備
課
)

V
税

務
課
竹
田
晃
代
(
市
民
課
)

V
監
理

課
木
村
真
純
(
税
務
課
)

V
市
民
課

中
山
文
子
(
大
洲
学
園
)
V
市
民
課

川
口
裕
二
(
税
務
課
)

V
商
工
観
光
課

吉
岡
宏
(
農
林
謀
)

V
商
工
観
光
課

村
中
元
(
教
委
・
社
会
教
育
体
育
課
)

V
社
会
福
祉
課

山
本
和
哉

(
福
祉
事

務
所
)

V
社
会
福
祉
課
信
尾
美
砂

(
福
祉
事
務
所
)

V
社
会
福
祉
課
信

尾
健
一
(
福
祉
事
務
所
)

V
高
齢
福
祉

課
菊
池
敦
(
福
祉
事
務
所
)

V
高
齢

福
祉
課
松
中
隆
(
福
祉
事
務
所
)

V

高
齢
福
祉
課
水
本
千
津
子
(
福
祉
事

務
所
)

V
大
洲
学
園
祖
母
井
陽
子

(
水
道
課
)

V
建

設

課

上

田

規

男

(
建
設
農
林
部
付
[
建
設
省
]
)
V
都
市

整
備
課
西
隅
友
博
(
水
道
謀
)

V
農

林
課
池
田
文
昭
(
大
洲
学
園
)

V
農

林
謀
佐
々
木
康
隆
(
大
洲
学
園
)

V

教
委
・
総
務
課
谷
測
由
加
里
(
議
会

事
務
局
)
V
議
会
事
務
局
穂
積
由
美

子
(
市
民
課
)

V
清
和
圏
中
野
五
月

(
大
洲
病
院
)

V
大
洲
病
院
嶋
津
恵

子
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

V
大
洲
病

院
宮
本
恵
子
(
上
須
戒
保
育
所
)

11 
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保

健

婦

V
高
齢
福
祉
課
技
術
専
門
員
兼
介
護
保

険
業
務
係
長

O
森
澄
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
指
導
主
任
兼
保
健
指
導
係
長
)

V

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
保
健

指
導
係
長

O
白
石
恒
子
(
南
久
米
連
絡

所
総
括
技
師
)

V
高
齢
福
祉
課
総
括
技

師

O
城
戸
千
年
(
新
谷
連
絡
所
)

V
大

川
連
絡
所
大
野
由
美
(
三
善
連
絡
所
)

V
新
谷
連
絡
所
森
野
加
代
(
大
川
連

絡
所
)

保
育
所
な
ど

【
課
長
補
佐
}

V
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
肱
北
保
育
所

長

O
細
川
征
子

(
主
任
専
門
員
兼
肱
北

保
育
所
長
)

【
主
任
専
門
員
】

V
主
任
専
門
員
兼
徳
森
保
育
所
長

O
森

岡
孝
江
(
同
所
長
)

V
主
任
専
門
員
兼

南
久
米
保
育
所
長

O
石
山
幸
子
(
同
所

長
)【

専
門
員
】

V
肱
南
保
育
所
長
宮
本
末
子
(
柳
沢

保
育
所
長
)

V
喜
多
保
育
所
長
久
保

友
代
(
肱
南
保
育
所
長
)

V
柳
沢
保
育

所
長

O
増
岡
典
子
(
同
主
任
保
母
)

V

大
洲
学
園
専
門
員
兼
児
童
指
導
第
一
係

長
梶
原
恵
都
子
(
同
専
門
員
兼
児
童

指
導
係
長
)

【
係
長
】

V
柳
沢
保
育
所
主
任
保
育
士
新
川
千

代
子
(
大
洲
学
園
成
人
指
導
係
長
)

V

大
洲
学
園
成
人
指
導
係
長

O
矢
野
笑
加

(
新
谷
保
育
所
総
括
主
査
)

【
総
括
主
査
】

V
肱
北
保
育
所
総
括
主
査
菊
地
慶
子

(
福
祉
事
務
所
総
括
主
査
)

V
大
成
保

育
所
総
括
主
査

O
東
美
栄
子
(
同
主
査
)

V
新
谷
保
育
所
総
括
主
査
西
山
正
千

江
(
喜
多
保
育
所
総
括
主
査
)

V
三
善

保
育
所
総
括
主
査

O
後
藤
百
合
子
(
同

主
査
)

V
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
総
括
主

査
O
西
森
美
和
子
(
徳
森
保
育
所
主
査
)

【
主
査
】

V
肱
北
保
育
所
主
査
笹
田
祥
子
(
上

須
戒
保
育
所
主
査
)

V
新
谷
保
育
所
主

査

二
宮
早
苗
(
肱
北
保
育
所
主
査
)

【
保
育
士
な
ど
}

V
喜
多
保
育
所
亀
沖
裕
子
(
柳
沢
保

育
所
)

V
徳
森
保
育
所
黒
田
弓
恵

(
大
洲
学
園
)

V
柳
沢
保
育
所

山
田

由
香
利
(
菅
田
保
育
所
)

V
上
須
戒
保

育
所
日
浦
和
美
(
喜
多
保
育
所
)

V

大
洲
学
圏
西
山
哲
史
(
徳
森
児
童
セ

ン
タ
ー
)

V
徳
森
保
育
所
松
田
静
恵

(
南
久
米
保
育
所
)

V
南
久
米
保
育
所

西
川
信
子
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

V

三
善
保
育
所
安
藤
勝
子
(
大
洲
病
院
)

V
上
須
戒
保
育
所
本
川
里
美
(
徳
森

保
育
所
)

愛鳥週間

大

洲

病

院

V
大
洲
病
院
放
射
線
室
長

O
小
川
陽
一

(
同
室
長
・
主
幹
)

V
大
洲
病
院
薬
剤

室
長

O
岩
佐
瑛
美
(
同
室
長
・
主
幹
)

V
大
洲
病
院
副
総
婦
長
・
主
幹

O
入
舟

昭
美
(
同
副
総
婦
長
)

V
大
洲
病
院
副

総
婦
長
・
主
幹

O
佐
々
木
智
子
(
同
副

総
婦
長
)

V
大
洲
病
院
薬
剤
室
次
長

O

袖
岡
茂
徳
(
同
主
任
専
門
員
兼
薬
剤
第

一
係
長
)

V
大
洲
病
院
薬
剤
室
主
任
専

門
員
兼
薬
剤
係
長

O
福
田
浩
二

(
同
技

術
専
門
員
兼
薬
剤
第
二
係
長
)

V
大
洲

病
院
検
査
室
検
査
第
一
係
長
窪
地
厚

美
(
同
検
査
係
長
)

V
大
洲
病
院
検
査

室
検
査
第
二
係
長

O
岡
田
弘
子
(
同
総

括
主
査
)幼

稚
園
・
学
校

V
喜
多
幼
稚
園
主
任
専
門
員
兼
主
任
教

諭
O
亀
井
民
子
(
大
洲
幼
稚
園
専
門
員

兼
主
任
教
諭
)

V
大
洲
幼
稚
園
専
門
員

兼
主
任
教
諭

O
松
盛
た
か
ゑ
(
久
米
幼

稚
園
主
任
教
諭
)

V
久
米
幼
稚
園
主
任

教
諭

O
高
橋
育
子
(
喜
多
幼
稚
園
総
括

主
査
)

V
平
野
幼
稚
園
主
任
教
諭

O
福

住
一
栄
(
久
米
幼
稚
園
総
括
主
査
)

V

平
野
幼
稚
園
主
査
中
野
裕
子
(
大
洲

幼
稚
園
主
査
)

V
喜
多
幼
稚
園
宮
部

香
(
平
野
幼
稚
園
)

高
川
見
采
有

a
-
q
4
F
制
お
ロ
円

V
大
洲
病
院
整
形
外
科
医
長
竹
本
勇

治
V
大
洲
病
院
眼
科
医
長
山
西
茂
喜

マ
税
務
課
宇
高
将
志
V
税

務

課

村

井
志
津
香
V
保
険
環
境
課
中
村
直
樹

V
高
齢
福
祉
課
井
上
智
史
V
建
設
課

嶋
津
一
男
V
建
設
課
西
国
憲
二

V
農

林
謀
上
甲
真
也
V
南
久
米
連
絡
所

井
上
千
毒
V
清
和
園
、
氷
見
嘉
子
V
大

成
保
育
所
矢
野
沙
織
V
新
谷
保
育
所

梶
本
朋
江
V
大
洲
幼
稚
園
鳴
滝
裕
美

V
喜
多
幼
稚
園
谷
本
佳
代
子
V
久
米

幼
稚
園
篠
崎
由
美
V
大

洲

病

院

白

石
和
子
V
大
洲
病
院
山
本
美
香
V
大

洲
病
院
村
上
誠
V
大
洲
病
院
福
田

ヒ
サ
ノ
V
大
洲
病
院
沼
田
栄
里
子

~ 
5月は赤十字社員

増強運動月間

国民年金からのお知らせ

サラリーマンの奥さん(第 3号被保険者)

こんなとき、種別変更・確認の届出が必要です。

5月は「赤十字社員増強運

動月間」として、社員増強、社

費募集運動を実施いたします。

12 

例年どおり、各区長さんを

通じてお願いしますので、赤

十字運動の趣旨をご理解いた

だき、ご支援、ご協力をお願

いいたします。

事度
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退

職

者

V
大
洲
病
院
眼
科
医
長
寄
井
真
理
子

V
大
洲
病
院
整
形
外
科
医
長
二
宮
周

三
V
教
委
・
教
育
次
長
兼
総
務
課
長

長
田
靖
彬
V
水
道
課
長
大
野
象
一

V

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
次
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
次
長
兼
予
防
係
長

神
崎
純
子
V
会
計
課
長
補
佐
上
申
三

鈴
V
総
務
部
付
課
長
補
佐
大
田
孝
一

V
清
和
園
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
谷
中

猪
喜
男
マ
王
任
専
門
員
兼
喜
多
保
育
所

長
佐
々
木
富
美
子
V
喜
多
幼
稚
園
主

任
専
門
員
兼
主
任
教
諭
石
間
峯
子
V

清
和
園
生
活
指
導
係
長
梅
林
妙
子
V

平
野
幼
稚
園
主
任
教
諭
都
築
静
子
V

建
設
謀
総
括
主
査
山
本
英
孝
V
清
和

国
主
任
調
理
師
池
田
秀
美
V
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
師
尾
上
摂
子

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
亀
田

間
決
一
洲
雄
一
区
底
減
消
防
-
事
務
組
出
鴨
川
間
関

一……………………………
離
脱
織
……一……

慶
一……………川
県
一…
…
場
開
票
……
…
動
…………………一一………

O
は
昇
任
、
(
)
は
旧
任
で
す
。

(

内

山
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
係
長
)

V
防
災
課
・
消
防
課
主
任
専
門
員
兼
消

V
消
防
課
消
防
係
長

O
池
田
保
(
同
総

防
係
長
O
大
野
伸
一
(
消
防
課
事
務
専
括
主
査
)

V
長
浜
支
署
救
急
救
助
係
長

門
員
兼
防
災
係
長
)

V
消
防
課
長
補
佐

O
川
上
弘
二

(川
上
支
署
総
括
主
査
)

菊
池
豊
(
消
防
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
)

V

川
上
支
署
消
防
係
長

O
高
岡
利
典

V
消
防
課
長
補
佐
幸
野
晴
夫
(
防
災

(
消
防
謀
総
括
主
査
)

V
消
防
課
指
導

課
消
防
係
長
兼
消
防
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
藤
津
光
教
(
川
上
支
署
防
災
係

係
長
)

V
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
防
災
長
)

V
長
浜
支
著
防
災
係
長
兼
救
急
救

係
長

O
西
山
恵
吉
(
消
防
課
防
災
係
長
)
助
係
長
谷
田
代
三
(
同
防
災
係
長
)

V
長
浜
支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
係
長

V
長
浜
支
署
総
括
主
査

O
平
木
和
幸

O
福
岡
俊
博
(
同
消
防
係
長
兼
救
急
救
(
内
山
支
署
主
査
)

V
川
上
支
署
総
括

助
係
長
)

V
川
上
支
署
事
務
専
門
員

兼

主

査

O
曽
根
周
一
(
同
主
査
)
V
消
防

防
災
係
長
O
大
野
博
史
(
防
災
課
危
険
謀
総
括
主
査

O
三
好
利
明
(
同
主
査
)

物
係
長
)

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
企

V
内
山
支
署
総
括
主
査

O
二
宮
功
(
同

画
広
報
係
長
O
守
田
嘉
洋
(
同

企

画

広

主

査
)
V
長
浜
支
署
総
括
主
査

O
宮
野

報
係
長
)

V
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼
雅
一
(
同
主
査
)

V
内
山
支
署
総
括
主

防
災
係
長
O
山
田
虎
幸
(
防
災
課
・
消
査

O
高
本
使
直
(
同
主
査
)

V
消
防
課

防
課
救
急
救
助
係
長
)

V
防

災

課

事

務

総

括

主
査

O
亀
田
昌
一
(
同
主
査
)

V

専
門
員
兼
予
防
係
長

O
成
見
一
二
三
内
山
支
署
総
括
主
査

O
高
田
幸
穂
(
同

(
同
予
防
係
長
)

V
消

防

課

事

務

専

門

主

査
)

V
長
浜
支
署
総
括
主
査

O
古
谷

員
兼
防
災
係
長
宮
本
修
一
(
長
浜
支
正
文
(
同
主
査
)
V
消
防
課
総
括
主
査

署
事
務
専
門
員
兼
救
急
救
助
係
長
)

V

O

菊
岡
幸
造
(
同
主
査
)

V
消
防
謀
総

防
災
課
・
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
救
急
括
主
査

O
二
宮
賢
三
(
同
主
査
)
V
消

救
助
係
長
嘗
川
幅
光
(
消
防
課
事
務
防
課
総
括
主
査

O
泉
清
一
(
同
主
査
)

専
門
員
兼
指
導
係
長
)

V
防
災
課
事
務

V
総
務
謀
総
括
主
査

O
和
気
和
清
(
同

専

門

員

兼

危

険

物

係

長

冨

永

修

身

主

査
)

V
川
上
支
署
総
括
主
査
永
沼

富
子
V
喜
多
幼
稚
園
教
諭
大
野
慈
子

V
大
洲
病
院
看
護
婦
石
上
美
奈

ご苦労さまでした
芳
郎
(
長
浜
支
署
同
)
V
内
山
支
署
総

括
主
査
梶
野
徹
(
川
上
支
署
同
)

V

消
防
課
主
査

O
末
庚
英
二
(
向
上
級
主

事
)

V
長
浜
支
署
主
査

O
福
桝
宏
昭

(
向
上
級
主
事
)

V
消
防
課
主
査

O
大

野
真
弘
(
向
上
級
主
事
)

V
消
防
課
主

査
O
高
瀬
良
次
(
同
上
級
主
事
)
V
内

山
支
署
主
査
長
岡
庄
造
(
川
上
支
署

同
)

V
内
山
支
署
主
査
西
平
好
孝

(
長
浜
支
署
同
)

V
川
上
支
署
主
査

上
回
奥
史
(
内
山
支
署
同
)

V
長
浜
支

署
主
査
井
脇
龍
也
(
内
山
支
署
同
)

V
長
浜
支
署
・
消
防
副
士
長

O
高
奥
克

利

(同
消
防
士
)
V
内
山
支
署
上
級
主

事
O
高
岡
裕
二
(
同
主
事
)
V
内
山
支

署
上
級
主
事
河
井
誠
(
川
上
支
署
同
)

V
川
上
支
署
上
級
主
事
高
本
金
充

(内
山
支
署
同
)

V
内
山
支
署
主
事

O

山
下
豪
土
(
長
浜
支
署
主
事
補
)
V
長

浜
支
署
主
事

O
東
和
彦
(
同
主
事
補
)

V
内
山
支
署
主
事
O
高
岡
秀
彰
(
同
主

事
補
)
V
長
浜
支
署
主
事

O
中
嶋
博
文

(
同
主
事
補
)

V
長
浜
支
署
主
事
鶴

井
香
二
(
内
山
支
署
同
)

V
消
防
課
主

事
久
保
善
昭
(
内
山
支
署
同
)

V
消

防
課
主
事
小
川
将
人
(
川
上
支
署
同
)

V
内
山
支
署
主
事
富
永
真
史
(
消
防

諜
同
)

V
川
上
支
署
主
事
補
菊
池
嘉

人
(
消
防
課
同
)

明
白百

日
本
の
高
齢
化
率
は
、

世
界
で
も

語
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
や
が
て
わ
が

自
国
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

岳
い
高
齢
社
会
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

自
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

告

介
護
に
つ
い
て
も
、
八
十
歳
代
の

自
親
を
六
十
歳
代
の
子
ど
も
が
介
護
す

事
る
と
い
、
ユ
ゑ
庭
が
珍
し
く
な
く
、
介

司
護
を
家
族
の
問
題
と
す
る
だ
け
で
は

申
十
分
な
対
応
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

由
り
ま
す
。
ま
た
今
後
、
介
護
者
の
肉

母
体
的
・
精
神
的
負
担
は
、
さ
ら
に
重

E

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

蝿
と
こ
ろ
で
す
。

語

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
福
祉

語
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・

語
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ

時
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
特
別

民
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

自
が
あ
り
、

利
用
を
希
望
す
る
人
は
福

E

祉
事
務
所
に
申
請
す
る
こ
と
に
な

っ

自
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
訪

車
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア

・
シ
ョ
ー
ト
ケ

申

ア
・
老
人
保
健
施
設
を
利
用
す
る
場

明
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
へ
直
接
、

担
申
し
込
み
を
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

事
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
の
た
め
の

時
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
今
ま
で

語
の
制
度
で
は
、
申
し
込
み
先
が
異
な

語
る
と
い
う
分
か
り
に
く
い
も
の
で
し

F
 

申

介
護
保
険
介
護
保
険
制
度
の
目
的

一

シ
リ
l
‘スス

E

語

平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
施
行

持

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ

告

で
、
こ
の
新
し
い
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

持

た
。
ま
た
他
に
も
、
利
用
料
負
担
の
一

違
い
な
ど
、
分
か
り
に
く
い
点
が
た
よ

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

閉

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
問
題
点
を
解

L

決
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
制
度
が
一

「

介

護

保

険

制

度

」

で

す

。

民

{
制
度
の
目
的
}

自

①
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
二

み
を
つ
く
る
こ
と

副

②
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
経
費
負
担
の
一

関
係
を
明
確
に
し
、
分
か
り
ゃ
す
一

い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

事

③
利
用
者
の
選
択
に
よ
り
、
保
健
医
二

療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
一

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
時

④
介
護
を
医
療
か
ら
切
り
離
し
、
社
品

会
的
入
院
(
介
護
の
た
め
の
入
院

)ι

解
消
の
条
件
整
備
を
図
る
な
ど
社
長

会
保
障
構
造
改
革
の
第
一
歩
と
な

詰

る

制

度

を

つ

く

る

こ

と

謂

※
介
護
と
い
う
問
題
の
特
殊
性
の
た

ι

め
に
、
本
制
度
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
一

の
利
用
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
一

ル
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
次
回
は
、
サ
ー
一

ピ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な

司

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事

噺

一
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大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
・
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
念

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

三
月
二
十
日
(
土
)

現
地
説
明
会
を
開
催

本
年
二
月
か
ら
行
っ
て
い
る
大
洲

城
跡
本
丸
付
近
の
発
掘
調
査
で
、
礎

石
と
思
わ
れ
る
自
然
石
(
以
後
、
礎

石
)
が
六
個
出
土
し
ま
し
た
。
大
変

興
味
深
い
も
の
で
す
が
、
今
後
調
査

を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
取

り
外
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
配
置
状
況
な
ど
を
見
て
い
た
だ
く

た
め
の
現
地
説
明
会
を
三
月
二
十
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

城
郭
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
調
査
員
の
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

固
有
e

33 第

出
土
し
た
礎
石
に
つ
い
て

六
個
の
礎
石
は
、
藤
樹
像
台
座
の

中
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

明
治
四
十
三
年
、
天
守
跡
に
大
洲

藤
樹
会
に
よ
り
中
江
藤
樹
像
が
建
設

さ
れ
、
そ
の
後
、
台
座
は
手
を
加
え

ら
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い

ま
し
た
。

今
ま
で
台
座
は
、
こ
の
と
き
建
設

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
モ
ル
タ
ル
で
整
形
さ
れ
た
玉

石
や
敷
石
を
撤
去
し
、
表
土
を
剥
い

だ
と
こ
ろ
、
礎
石
が
出
土
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
測
量
結
果
を
復
元
図
と

重
ね
合
わ
せ
る
と
、
六
個
の
う
ち
五

個
が
ぴ
っ
た
り
と
符
合
す
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

礎
石
の
周
囲
に
は
、
割
石
や
大
き

め
の
栗
石
を
配
し
、
そ
の
中
に
栗
石

を
敷
き
詰
め
た
後
、
礎
石
を
置
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
礎
石
の
抜
き

取
り
跡
に
は
、
解
体
時
の
も
の
と
思

わ
れ
る
瓦
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

台
座
北
側
の
上
部
か
ら
は
、
多
量

の
瓦
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
天
守
閣
解
体
時
に
肱
川
を
利
用

し
て
、
大
き
な
木
材
を
搬
出
し
た
た

め
か
、
部
分
的
に
壊
さ
れ
、
そ
の
後

修
復
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
台
座
の
ス
テ
ッ
プ
に
使
用
さ
れ

て
い
た
石
は
、
角
を
き
れ
い
な
直
角

に
整
形
し
て
い
る
こ
と
や
風
化
の
状

況
か
ら
、
天
守
台
石
垣
天
端
の
角
石

が
流
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
台
座
基
壇
石
組
の
一
部

に
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
こ
と
や

天
守
の
古
写
真
を
よ
く
観
察
す
る
と
、

天
端
の
一
・
二
段
の
石
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
端
石
な
ど

を
割
っ
て
使
用
し
、
石
組
を
建
設
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
天
守
台
石
垣
の
天
端
の
一
・

二
段
の
石
が
取
り
外
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
天
守
台
石
垣
の
実
際

の
高
さ
は
現
在
の
天
端
高
よ
り
、
五

十
j
六
十
叩
程
度
高
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
、
現
況
の
礎
石
の
高
さ
と

一

致
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
出
土
し
た
礎
石

な
ど
を
記
録
保
存
し
、
地
山
ま
で
掘

り
下
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
新
し
い

発
見
に
期
待
が
か
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

V復元図面における礎石配置図

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を
や
ま
ざ
と

ま
ち
か
ど
の
輝
き
に

漆
の
花
か
ら
桜
(
化
場
り
変
わ
坊

季
節
と
と
も
に
、
伊
予
略
に
は
、
白

L

』
う
そ
く
《
人
ろ
す
カ
た
み

装
束
の
お
遍
路
さ
ん
の
姿
を
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

衿
話
、
パ
し
長
マ
イ
カ
ー
に
よ

る
札
所
巡
り
が
主
流
と
な
り
ま
し
た

し

こ

く

し

ょ

亦
)
そ
れ
で
も
四
国
八
十
八
カ
所
の

ぜんこ、って
u

a
る
じ
峨
人
は
U

ひ
と
す
く

全
行
程
を
歩
い
て
巡
拝
す
る
人
も
少

な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で
ず
。

む

カ

し

せ

っ

たい
四
国
遍
路
に
は
、
昔
か
ら
「
お
様

待
ト
泣
い
心

JK、
お
遍
路
さ
ん
に
行

く
先
々
で
湯
茶
を
は
比
め
い
ろ
い
ろ

な
も
て
な
し
を
す
る
慣
わ
し
が
あ
り

な
が
み
ち

ま
す
。
長
い
道
の
り
を
歩
き
続
け
る

こころ

お
遍
路
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
、
い
の

あたた

こ
も

っ
た
温
か
い
も
て
な
し
で
、
ど

っ

か

れ

ち

か

ら

れ
ほ
ど
疲
れ
が
い
や
さ
れ
、
力
づ
け

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。と

ち
カ
ら

通「
四
国
は
心
温
か
い
土
地
柄
だ
」

と
言
わ
れ
て
き
た
の
も
う
な
ず
け
ま

よ

な

カ

ひ

こ

す
。
川
と
か
く
世
の
中
が
冷
え
込
み
が

げんさ
I
V

わ
た
し
す
ち
い
き

ち
な
現
在
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
が

「
心
温
か
い
土
地
柄
だ
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
し
、

あ
カ
き
ほ
う

明
る
い
希
望
も
わ
い

て
き
ま
す
。

たLV
し
ょ
、
つ
ね
ん

一
さ

己
つ
(
大
正

け
た

持

の

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
ー
人
聞
に
光
あ

ょ
す
い
へ
い
し
ゃ
せ
ん
げ
ん

れ
」
と
呼
び
か
け
た
水
平
社
直
言
は

ゆ町、つ
蛇
し
さ
べ
乞

あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。
差
別
の
な

しのカ
iv

じ
っ
げ
ん
ね
カ
じ
ん
せ
い

い
社
会
初
実
現
時
』
願
心
、
人
生
の
熱

と
北
詰
味
紡
て
立
ち
上
が
っ
た
人
た

ち
の
魂
の
叫
び
で
し
た
。
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人
権
と
同
和
教
育

?
そ
の
日
か
ら
七
十
七
年
の
歳
月
、

し

は

ら

き

ひ

ら

お

お

閉
め
道
任
期
り
聞
い
て
き
た
多
代
初

洗
惜
の
甥
功
に
は
っ
て
、
今
ド
ん明
和

問
題
以
瀞
決
に
向
け
明
る
い
展
望
に

立
り
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

B-eAえ
し

現
代
社
会
は
拐
ト
レ
ス
も
多
く
、

そ
の
中
で
疲
れ
傷
つ
い
て
い
る
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
間

カ
ん
け
し
き
は
く
た
し
や
お
も

関
係
も
希
薄
で
、
他
者
へ
の
思
い
や

カ
が
少
な
い
と
も
言
わ
れ
、
人
々
の

仁
人
何
人
し
し
き
た
か
た
い
へ
ん

人
権
意
識
を
高
め
て
い
く
の
も
大
変

な
時
代
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
同
和
教
育
に
は
っ
て
、
差
別

そ
な
く
す
こ
と
の
大
切
さ
や
人
権
が

そ
A
ち
ょ
う

薄
重
さ
れ
る
社
会
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
4
比J
れ

「
人
初
世
に
熱
あ
れ
」
初
言
葉
通

り
に
、
真
に
心
温
か
い
、
全
て
の
人

おも

が
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
世
の
中
に

れ
行
中
く
決
め
に
、
同
期
激
育
が
、

長
持
積
み
建
ね
で
き
れ
山
城
撲
を
守
山

J

に
深
め
、
広
げ
て
い
く
重
要
な
時
期

に
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。ぜん

し
み
ん
あ
い

こと
h

人
権
」
が
私
た
ち
全
市
民
の
合

言
葉
と
し
て
、
や
ま
ざ
と
に
、

ま
ち

か
が
や
は
な

か
ど
に
輝
き
を
放
つ
こ
と
を
心
か
ら
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3月16日(火)砂
6月からの観光ウ飼

いにウ匠としてデビ、ユー

する佐々木コズ工さん

が、肱川で訓練開始。

女性のウ匠は、全園で

二人目。(ご主人もウ匠

で、夫婦では全国初)

今年の夏は、佐々木

さんの華麗な手綱さば

きにと期待ください。

3月1日(月)砂

郵政省から若宮の文化研修

センターにソーラ一時計が寄

贈され、市や郵便局関係者ら

約30人が出席して、除幕式を

行いました。

ド ~3 月 5 日(金)
観光人力車の出発式がおお

す赤煉瓦館で行われました。

今年も、 11月末までの土・日・

祝日に運行し、大洲の観光を

』 轟盛り上げます。
向、τ正子、ムZ

3月24日(水)砂
待ち望まれていた総合福祉

センターが完成し、落成式が
行われました。テープカット
や記念植樹の後、招待された
福祉関係者らが施設を見学。
新しい福祉の拠点に期待の声
が上がっていました。

‘3月28日(日)
国際ソロブチミスト大洲の

チャリティー茶会とバザーが!
市民会館で開かれ、大勢の人
でにぎわいました。

‘3月3日(水)
五郎の肱川|河川敷の菜の花が

満開!この日は五郎保育園の園

児たちが、元気いっぱい「だん

と三兄弟」を歌いながら、散歩

を楽しんでいました。

I ~ 3月13日(土)

激特事業東大洲地区

の堤防起工式が行われ

ました。式には建設大

臣、田園地建局長、県

知事をはじめ、地元の

代議士、市町関係者ら

約130人が参加。桝田

市長らがくわ入れをし

て、工事の完成を祈願

しました。
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試験の種類
申込受付期間

第1次試験日
郵送受付 持参受付

国家公務員採用 I種試験 6月13日(日

国家公務員採用 E種試験 4月2自国 5月6日休)7月4日(日

国税専門宮採用試験 6月19日伯

労働基準監督官採用試験 5月13日休)5月13日制 6月20日但)

法務教官採用試験 6月19日出

航空管制官採用試験 8月 16日何1)~8月 30日但) 9月26日(日

(大学卒業程度)

(高校卒業程度)

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員 E種試験 6月 23日 ~.I<)~6月 30日。&Q 9月5日(団

刑務官採用試験 10月3日(日

入国警備官採用試験

皇宮護衛官採用試験 8月 16日伺)~8月 30日伺)
9月26日但)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 10月30日∞
8月 26日同~9月 7 日ω

10月31日(日気象大学校学生採用試験

高松市松島町 1-17-33 
人事院四国事務局 第二課試験係

合 (087)831-4765 

※詳しい内容については
干760-0068
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J
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》
《
》
d
d
d
t
h
U
1
本
守
宅
》
d
d
k
d
《‘

市

木

坂

本

モ

ミ

エ

金

一

封

(

ロ

ビ

l
展
パ
ザ
l
収
益
金
の

金
一

封
(
肱
北
公
民
館
へ

)

一

部

を

肱

北
公
民
館
へ

)

中

村

中
野

義

校

中

村

肱

北
公
民
館
七
宝
焼
教
室

金
一

封

(

三

善

地

区

社

協

へ

)

(

物

品
の
口
座
)

東
字
山

上
問
書
美
賀
紙
オ
ム
ツ
ほ
か
百
五
十
九
枚
(
寝
た

金
一

封

(
八
多
重
口
地
区
社
協
へ

)

き

り

老

人

へ

)

徳

森

山

本

盛

夫

八
多
喜
町

松

岡

文

夫

二

月

二

十

五

日
j
三
月
二
十
二
日

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

米

津

野

間

オ

サ

ヲ

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

平
野

町

水

岡

良
和

金
一
封
(
寄
付
金
を
新
谷
地
区
社
協
へ

)

新

谷

船

田

チ

サ

子

金
一
封
(
ロ
ビ

l
展
収
益
金
の
一
部
を

肱
北
地
区
社
協
・
肱
北
公
民
館
へ
)

中

村

肱

北
婦
人
会

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

三
月
二
十
二
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

若

宮

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

匿

金
一
封
(
返
信
用
切
手
ほ
か
)

奈

良

県

堀

池

信

雄

(指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
婦
人
会

・
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

上

須

戒

水

沼

和

夫

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ

)

高
橋
ハ
ナ
コ

中
野

正
光名

累

計

額

八

七

三

万

、

八

三

六

円

内
指
定
配
分
五
六
三
万
て
八
四
一

円

あ
た
た
か
い
善
意
を
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会 まで

図書館

五
月
新
刊
案
内

パ

ソ

コ

ン

超

入

門

和

田

茂
夫
著

心

の

お

し

ゃ

れ

学

小

嶋

基

次

著

空
海
入
門

加

藤

精

一

著

得
す
る
生
き
方
損
す
る
生
き
方

幸
田

露
伴
著

色
彩
心
理
の
世
界
末
、
氷
蒼
生
著

歴
史
の
な
か
の
賢
母
・
愚
母
・
慈
母

山
本
和
加
子
著

道
の
駅
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

(
財
)
道
路
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
編

渋
沢
栄
一
人
問
、
足
る
を
知
れ

永
川
幸
樹
著

韓

国

と

日

本

鄭

在

貞

著

小
学
校
情
報
教
育
Q
&
A

中
村
祐
治
ほ
か
編

市
民
参
加
の
デ
ザ
イ
ン
世
古

一
穂
若

林

良

須

美

の

謎

週

刊

文

春

著

日
本
国
に
大
統
領
が
誕
生
す
る
日

日
高
義
樹
著

怪
物
の
事
典
ジ
ェ
フ

・
ロ
ヴ
イ
ン
著

健
康
は

「呼
吸
」
で
決
ま
る

西

原

克

成

著

も
う

一
度
お
し
ゃ
れ
に
リ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン

三

輪

倫

子

著

知

的

財

産

権

入

門

大

野

幹

憲

著

日
本
全
国
い
ち
ど
行
き
た
い
ユ
ニ
ー
ク

美
術
館
・
文
学
館
新
人
物
往
来
社
編

浬

繋

境

横

尾

忠

則

編

完
全
攻
略
ゴ
ル
フ
ル
l
ル

堀

鮎

太

著

ス

ポ

ー

ツ

と

寿

命

大

津

清

二

著

短

歌

の

社

会

学

大

野

道

夫

著

能
|
中
世
か
ら
の
響
き
松
岡
心
平
著

ラ

イ

ズ

を

釣

る

久

野

康

弘

著

英

語

を

楽

し

も

う

石

井

明

著

波

浪

遼

河

松

村

映

三

著

「書
く
力
」
を
つ
け
る
本

千
本
健
一
郎
著

16 

水
戸
黄
門
「
漫
遊
」
考
金
海
南
著

ま
り
も
の
た
め
息
水
無
月
ま
り
も
著

説
教
師
カ
ニ
パ
ッ
ト
と
百
人
の
危
な
い

美

女

笠

野

頼

子

著

天

刻

け

る

女

帝

三

田

誠

広

著

逃
げ
水
半
次
無
用
帖
久
世
光
彦
著

夢

の

火

岩

橋

邦

枝

著

双

頭

の

鷲

佐

藤

賢

一
著

閣

の

楽

園

戸

梶

圭

太

著

パ
l
ス

デ

ィ

鈴

木

光

司

著

涙
の
よ
う
な
雨
が
降
る
赤
川
次
郎
著

愛
こ
そ
す
べ
て
、
と
愚
か
者
は
言
っ
た

沢
木
冬
五
口
若

紫

の

悪

魔

響

堂

新

著

遍

路

殺

が

し

太

田

蘭

三

著

恋
す
る
男
た
ち
篠
田
節
子
ほ
か
著

椿

山

乙

川

優

三
郎
著

月

夜

の

虹

牛

島

秀

彦

著

京

都

盆

地

相

見

と

し

子

著

遅

咲

き

の

梅

内

海

隆

一

郎

著

白
輪
1

小
説
・
伊
能
忠
敬龍

道

真

一
著

話

せ

る

ヒ

ン

ト

山

川

静

夫

著

せ

が

れ

の

凋

落

高

島

俊

男

著

フ
ィ
ジ
カ
ル
・
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ

明

l
w
s
e
a
s
o
n

村

上

龍

著

長

江

は

知

っ

て

い

る

雁

翼

著

「
三
国
志
」
人
物
小
事
典
村
石
利
夫
箸

さ
よ
う
な
ら
、
フ
ェ
ア
エ
ー
カ
ー

ミ
ス
・
リ
ー
ド
著

p
・
マ
ウ
レ
ン
シ
グ
著

狂
っ
た
旋
律

生
涯
学
習
講
座

に
つ
い
て

例
年
図
書
館
で
開
催
し
て
お
り
ま
す

生
涯
学
習
講
座
を
、
本
年
度
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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第
ア
回

V
町
内
山
運
動

地
球
環
境
工
コ
・
ラ
イ
フ
/

み
ん
な
で
守
ろ
う
未
来
の
大
洲

大
洲
市
民
の
環
境
に
対
す
喝
鳴
か
や

り
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、

5
3
0
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
空
き
缶

な
ど
の
収
集
活
動
に
合
わ
せ
て
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
(
発
泡
ト
レ

l
)
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、
自
然

リ
サ
イ
ク
ル
対
応
型
の
商
品
の
紹
介
や

生
活
排
水
が
流
れ
る
小
川
の
水
質
検
査

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

【
日
時
】

5
月
初
日
間
午
前
9
時
i

【集
合
場
所
}
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
開
催
場
所
}
東
大
洲
周
辺

【持
参
品
】
手
袋
、
ご
み
袋
な
ど

【
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
大
洲
青
年
会
議
所
内
大
洲
の
環

境
を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会

g
@
7
1
0
7
 

第
1
回
介
護
職
員
入
門
講
座

愛
媛
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
職
員
入
門
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
、
福
祉
分
野
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人
や
介
護
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【日
時
】

6
月
3
日
同
日
時
叩
分
1
日
時
叩
分

4
日
幽

四
時
j
日
時
却
分

【会
場
】
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
階
会
議
室

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
愛
媛
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
8
0
8
9
・
9
2

1
・
5
3
4
4
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

底
思
県
民
大
言
又
講
生
霊
木

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
豊

か
な
教
養
と
創
造
力
を
培
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
放
送
県
民
大
学
を
開
設
い
た

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【開
催
期
間
】
5
月
か
ら
9
月
ま
で
の

最
終
日
曜
日
(
い
ず
れ
も
日
時
か
ら

日
時
ま
で
)

【場
所
】
大
洲
市
中
央
公
民
館

【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

一T
7
9
6
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜
1
1
3
l
U

八
幡

浜
地
方
局
県
民
生
活
課
生
活
文
化
係

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
料

(労
災
保
険
+
一雇
用
保

険
)
の
申
告
・
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
日
年
度
の
更
新
手
続
き
は
、

5
月

初
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
正
し
い
申

告
・
納
付
を
/

【問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
労
働
基
準
局
労
災
補
償
課

2
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の
設

定
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の
設
定
内
容
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【設
定
日
】
平
成
日
年
4
月
1
日

【
目
安
価
格
】

3
4
3
5
円

[
精
米
正
味
目
見
当
た

り
税
込
価
格
/
た
だ
し
袋
代
を
含
む
]

【
原
料
構
成
】

0
3
類
相
当
品
種
(
あ
き
た
こ
ま
ち
、

こ
い
ご
こ
ろ
、
日
本
晴
な
ど
)
印
%

0
4
類
相
当
品
種
(
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
)
日
%

0
5
類
相
当
品
種

(
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
、

ひ
め
の
ま
い
な
ど
)
お

%

【問
い
合
わ
せ
先
}

松
山
食
糧
事
務
所
大
洲
支
所

8
@
4
1
9
5
 

青
年
海
外
協
力
隊
員

春
募
集
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【松
山
会
場
】

日
時

5
月
6
・
幻
日
目
時
j
幻
時

場

所

愛

媛

県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【新
居
浜
会
場
】

日
時

5
月
7
日

四

時

j
n
時

場
所
新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

【
宇
和
島
会
場
】

日
時

5
月

却

日

四

時

j
幻
時

場

所

宇

和

島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
経
済
労
働
部
観
光
国
際
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(有)内田電気水道設備
f!25-2858 

岡福水道工事庖
f!24-3656 

(有)オクダ設備
f!25-4107 

大塚鉄工所
まま 25 -0 3 0 0 

(有)神田 鉄工所
f!24-4122 

神南設備
合 25 -4 6 8 4 

城戸電業社
f!25-2944 

久保鉄工所
f!26-0537 

側 土 居鉄工所
f!24-4519 

(有)アサノ設備
f!24-0783 

(有)南予水道住設
f!25-1350 

佐藤水道庖
f!24-4410 

(有)星 加水道設備
f!26-0020 

上甲建設 (械
f!24-5914 

徳森設備
f!25-4023 

滝田商庖
f!25-0901 

(有) 丸 電工業
f!24-5351 

西田水道庖
f!26-0265 

(有)三原設備
f!24-3783 

淳 山水 道工事庖
f!24-2583 

(有)いの水道設備
まま 24-2216

伊代屋 住 設
f!24-2541 

(有)内田電気水道設備
f!25-2858 

岡 福水 道 工 事 庖
f!24-3656 

(有)オクダ設備
会 25 -4 1 0 7 

大塚鉄 工 所
f!25-0300 

5月1日国

5月2日(日)

5月3日(月)

5月4日ω

5月5日同

5月8日出

5月9日(日)

5月15日出

5月16日(日)

交
通
事
故
無
料
相
談

交
通
事
故
の
形
態
も
複
雑
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
人

の
た
め
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

5月22日目

5月23日(日)

5月29日出

5月30日(日)

V
電
話
相
談

毎
週
月
i
金
曜
日
の

9
時
加
分
l

M
時
制
分
(た
だ
し
祝
祭
日
を
除
く
)

8
0
8
9
・
9
4
5
・
2
3
3
5

V
弁
護
士
相
談
(
無
料
)

毎
週
木
曜
日
日
時
j
日
時

V
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
1
1
3
日
本
生
命

松
山
市
駅
前
ピ
ル
6
階

拙
日
本
損

害
保
険
協
会
松
山
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
企
画
展

4
月
幻
日
ω
1
5
月
9
日
間

V
兵
頭
俊
朗
作
木
版
画
展

5
月
日
日
ω
1
5
月
日
日
刷

V
四
万
十
窯
陶
芸
展

5
月
四
日
ω
1
5
月
お
日
間

V
玄
々
舎
ガ
ラ
ス
展

5
月
目
日
例
j
5
月
初
日
間

※
展
示
時
間
叩
時
j
口
時

最
終
日
は
同
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

包
@
1
2
8
1

興
内
訳
努
災
ヂ
hv

「
同
隊
艦
鵠

P
4抑
Fm

T
Aνga《

λ
引

応

答

月末までの

大洲市内の交通事故

死

昨年同期

7 0 

9 0 

3月末現在

6 6 

8 4 

l 

3 

数

負傷者

者

件

T，
dι

，
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寸
l
l」

肝

a

-

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

5
月
日
日

回

目

時

!
日
時

場
所
市
役
所
2
階
会
議
室

日
時

5
月
初
日
附
叩
時
1
日
時

場

所

市

役
所
3
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

5
月
比
日

幽

叩

時
j

U
時

場
所
新
谷
公
民
館

日
時

5
月
四
日

同

日

時

1
日
時

場

所

大

洲
市
役
所
3
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

j

u
時
、
日
時
j
m
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
l
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

'99 

相
談
ご
と
案
内

広報おおず

|休|自慢|患|診|療|
松尾産婦医院(中村)

fi24-5803 
大洲中央病院(東大洲)

fi24-4551 
清家産婦医院(東大洲)

fi24-6868 
市立大洲病院(西大洲)

fi24-2151 
泉内医院(東大洲)

fi24-6407 
市立大洲病院(西大洲)

fi24-2151 
松元産婦医院(中村)

fi24-3067 
加戸病院(若宮)

合 24 -5 101 
沢井耳医院(中村)

fi24-2510 
大洲中央病院(東大洲)

fi24-4551 
小川整形医院(三の丸)

fi23-5596 
大洲中央病院(東大洲)

fi24-4551 
中塚内医院(西大洲)

fi24-0606 
大洲中央病院(東大洲)

fi24-4551 
東大洲城戸眼(東大洲)

fi24-1010 
大洲中央病院(東大洲)

合 24 -4 5 5 1 

1平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)
合 24 -2 151 

加戸病院(若宮)
fi24-5101 

大洲中央病院(東大洲)
fi24-4551 

5月2日
(日)

5月3日
間

日

5月4日

ω 

5月5日
同

5月9日
(日)

5月16日
(日)

5月23日
(日)

5月30日
(日)

曜水

日
時

5
月
お
日

ω
9時
i
u
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

含
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(辻
)
ま
で
。

{
市
民
法
律
相
談
}

日
時

5
月
日
日
回
目
時
j

m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
会
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

5
月
7
日
樹
、
日
日
嗣

日
時

i
m時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
公
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

5
月
日
日
出

9
時
1

M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
3
3
0
1
9
8
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

含
(邸付
m
r
u
F
M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
却
分
i
口
時

合
(⑪い
川
心
町
叫

担

当

国

立

大
洲
青
年
の
家

{
定
期
税
務
相
談
】

日
時

5
月
H
日
樹

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

{
保
健
所
各
種
相
談
】

各
種
医
療

・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。
(
い
ず
れ
も
、
要
予
約
)

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

日
時
j
日
時

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時

i
u
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

5
月
四
日
附
日
時
j
日
時

日
時
1
日
時

18 

木~日曜日

献血のお知らせ

採血車が巡回 ~-

しますので、ご ヨヨ.w
協力をお願いし代).. 1妙高コ
ます。 -..._y

〈実施日)5月6日(木)

市立大洲病院 10 ・ OO~12:00 

A コープおおず13:30~14:30 

大洲記念病院 1 5 : 00~ 1 6 ・ 30

内対
容象

就
学
前
の
幼
児
(
4
歳
1
6
歳
)

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

大
洲
保
健
所

合

@
3
1
6
5

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
珠
算
】

受
付
期
間

5
月
刊
日
1
5
月
初
日

試

験

日

6
月
幻
日

【ワ
ー
プ
ロ
】

受
付
期
間

5
月
白
日
1
6
月
U
日

試

験

日

7
月
2
日
幽

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
公
@
4
1
1
ー
ま
で
。

保健センターだより
B23-0310 

0乳幼児健康診査。
5月6日(木) 平成10年12月生※

5月11日(刈平成 9年10月生

5月25日ω 平成 8年4月生
受付時間 1 3: 00~ 13:30 
実施場所総合福祉センター 2階

持 参品母子手帳 ・アンケート

パスタオル(※のみ)

。10ヶ月育児相談。

5月17日(月) 平成10年7月生

受付時間 9:30 ~ 10 : 00 
実施場所総合福祉センタ ー2階

持 参品母子手帳 ・アンケート

パスタオル

0健康相談 ・栄養相談。

5月24日伺)
10 : OO~ 12 :00 、 13: 00 ~ 15:00

実施場所総合福祉セ ンタ ー2階

持参品健康手帳
※栄養相談は予約制です。

O乳幼児の予防接種。
経口生ポリオワクチンの投与

実施日 該当地区

5月12日制肱南・ 久米 ・平地区

5月19日(水j 喜多 ・肱北地区

5月26日 附 連 絡 所
該当者等については、母と子の

カレンダーをご覧ください。

。こんにちは赤ちゃんクラブB

(母親学級)のお知5せO
こんにちは赤ちゃんクラブを 5

月20日より実施します。
参加を希望する人は、保健セン

ターまでご連絡 ください。

( 1コース5回予定)

O成人病・がん検診のお知5せ0
①婦人がん検診

②成人病検診、結核検診、肺がん・

胃がん・大腸がん検診

〈①の検診〉

5月10日(月)・ 11日ω 平野連絡所

5月12日(水) 南久米連絡所

〈②の検診〉
5月12日(水)・ 13日(木)・ 14日幽

菅団連絡所

〈①及び②の検診〉

5月31日開) 久米公民館
受付時間は、健康チェックカレ

ンダーをご覧ください。

[検診料1
0成人病検診・結核は無料

O肺がん検診における略唆検査
400円

。胃がん 900円
O大腸がん 400円
。乳がん 200円
。子宮がん 700円
※いずれも70歳以上の人は無料。

検診申込をしていない人で、受

診を希望する人は、保健センター

または各連絡所へご連絡ください。
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